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一般質問 一般質問

市の支援体制の現状と今後は。有 泉

■
颯
新
ク
ラ
ブ

有
泉

　庸
一
郎

　議
員

市
長
▼
人
的
、知
的
、技
術
的
支
援
が
期
待
で
き
る

国
立
大
学
等
は
法
人
化
に
よ
っ
て
、自
ら
の
個
性
・
特

色
を
反
映
し
つ
つ
、柔
軟
な
産
学
官
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

山
梨
大
学
で
は
、生
命
環
境
学
部
が
新
設
さ
れ
、持
続
可
能
な
地

域
社
会
の
繁
栄
を
担
う
人
材
の
育
成
を
掲
げ
、取
り
組
ん
で
い

る
。そ
こ
で
、山
梨
大
学
と
の
連
携
の
取
り
組
み
お
よ
び
進
捗
状

況
は
。

山
梨
大
学
と
の
連
携
の
取
り
組
み
は
、住
民
の
生
涯
学

習
の
支
援
や
活
性
化
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、特
産
品
の
開
発

な
ど
に
お
い
て
、人
的
、知
的
、技
術
的
支
援
が
期
待
で
き
る
。こ
れ

ま
で
、生
活
習
慣
病
防
止
事
業
や
市
の
水
質
分
析
を
行
い
、ま
た
、

や
は
た
い
も
の
連
作
障
害
や
バ
イ
オ
マ
ス
研
究
、メ
タ
ン
ガ
ス
な
ど
の

資
源
燃
料
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

有
泉

産
学
官
の
連
携
は

産
学
官
の
連
携
は

市
長

農
業
大
学
校
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、新
規
就
農
者
へ

の
支
援
制
度
に
つ
い
て
情
報
提
供
に
努
め
る
な
ど
、担
い
手
の
確

保
、育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、農
林
高
校
と
は
、県
内
の
地
域
農
業
の
特
色
や
技
術
の

習
得
に
向
け
、農
業
体
験
等
の
受
け
入
れ
可
能
な
先
進
農
家
の
情

報
提
供
に
努
め
る
な
ど
、効
果
的
な
学
習
の
展
開
が
図
れ
る
よ
う

連
携
し
て
い
く
。

市
長

農
業
振
興
に
関
連
し
て
、山
梨
県
農
業
大
学
校
お
よ

び
県
立
農
林
高
等
学
校
と
の
連
携
は
考
え
て
い
る
か
。

有
泉

整備が進められている茅ヶ岳東部広域農道

市 長 この広域農道周辺は、敷島梅の里クラインガルテンや農の駅、桑の実摘みなど農業振興の核となる施設が
整備されている。そのため、県内外からの来場者の増加が見込まれ、この地域で生産される野菜などの直売が盛況と
なり、中北部地域における農業振興が図られると期待している。
　また、桑の実摘みやさくらんぼ狩り、梅もぎなどの観光農園や他の資源・施設を利用した、新たな観光ルートづくりを
進め、観光巡回バスの運行等による観光振興を図り、農業振興とあわせて地域の活性化に向け取り組んでいく。

市 長 10周年を記念して、市内一斉ウォーキングや富士山
ビューポイント写真コンテスト、また、山県大弐や市の地域資源を
発信していく企画などがある。市商工会や農協も10周年の事業
計画を予定しているので、官民連携して更なる観光ルートの創
設など観光振興への取り組みを行っていく。

市長▶新たな観光ルートづくりを進める

茅ヶ岳東部広域農道の全線開通は、平成27年3月の予定であ
るが、この農道沿線の農業振興および活用について、今後の計画は。

有 泉

茅ヶ岳東部広域農道の活用計画は茅ヶ岳東部広域農道の活用計画は

支援体制は、指定管理者であるゆうのう敷島
の体質強化を図ることが中山間地域活性化の根幹と考えてお
り、市担当者とゆうのう敷島の理事による検討会を行っている。今
後も、組織改革や農産物の活用など、法人の収益増に繋がる事
業展開を行政と法人が一体となって展開できるように支援してい
く。また、商工会の桑の実摘み事業を観光振興事業の一つとし
て、補助金を交付し、地域ブランドの推進とともに販路拡大、体制
づくりなどを支援していく。

建設産業部長

市 長

一過性の企画ではなく観光振興等に繋がる施策は。小 澤

市 長 わくわくフェスタについては、同施設で実施できるよう申し入れを行っている。また、敬老福祉大会については、
10回目の節目として実施を予定している。平成27年度以降は、多くの方が参加できるよう、ふれあい・いきいきサロンや自
治会等の地域コミュニティでの実施などの方向を考えている。

わくわくフェスタについて、会場である航空学園が防
災関係の工事により使用できないと聞いているがどうなのか。
また、敬老福祉大会は10周年を目途に変えていくのか。

小 澤

敬老福祉大会のお楽しみ演芸

■
颯
新
ク
ラ
ブ

小
澤

　重
則

　議
員

市
長
▼
現
行
の
地
域
集
会
施
設
建
設
費

　
　
　補
助
制
度
を
活
用
す
る

市長▶市の木、市の花の発表とマスコットキャラクター
　　　を披露する

10周年記念式典の具体的な計画は。

自
治
会
が
管
理
す
る
集
会
施
設
数
は
い
く

つ
か
。ま
た
、耐
震
状
況
お
よ
び
一
次
避
難
場
所
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
る
施
設
数
は
。

自
治
会
の
集
会
施
設
は
1
1
4
か
所
で
あ

る
。耐
震
化
状
況
に
つ
い
て
は
、新
耐
震
基
準
の
昭
和
56

年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
施
設
は
、50
か
所
で
あ
り
、そ
の

う
ち
一
次
避
難
場
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

は
、25
か
所
で
あ
る
。

小 澤

市政発展に貢献された功績が特に顕著である市民や、模範となる善
行のあった方の表彰など、節目にふさわしい式典として、平成26年9月1日に挙

行する。また、「市の木、市の花」の発表と、マスコットキャラクターを制定し、併せて着ぐるみの披露も行う予定である。

小
澤

市制施行10周年の取り組みは市制施行10周年の取り組みは

地
域
の
集
会
施
設
を
耐
震
改
修

 

補
助
事
業
の
対
象
に
で
き
な
い
か

地
域
の
集
会
施
設
を
耐
震
改
修

 

補
助
事
業
の
対
象
に
で
き
な
い
か

市
長

地
域
の
集
会
施
設
は
、国
の
定
め
る
特
定
建

築
物
に
該
当
し
な
い
の
で
、耐
震
化
事
業
の
対
象
と
な
ら

な
い
。現
行
の
地
域
集
会
施
設
建
築
費
補
助
制
度
を
活

用
し
て
多
く
の
自
治
会
で
改
修
整
備
を
行
っ
て
き
て
お

り
、耐
震
化
工
事
も
一
般
改
修
工
事
と
し
て
位
置
付
け

て
い
る
。今
後
も
本
制
度
の
周
知
を
図
り
、活
用
を
奨
励

し
て
い
く
。

市
長

一
般
木
造
住
宅
を
対
象
と
し
た
耐
震
診
断

事
業
や
耐
震
改
修
補
助
事
業
を
拡
大
し
、地
域
の
集

会
施
設
を
対
象
に
で
き
な
い
か
。

小
澤
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一般質問 一般質問

■
創
政
甲
斐
ク
ラ
ブ

米
山

　昇

　議
員

市
長
▼
税
減
収
な
ど
厳
し
い
財
政
見
込
み
に
対
応

　
　
　す
る
た
め
、普
通
建
設
事
業
費
に
枠
配
分

　
　
　制
度
を
導
入
し
予
算
編
成
に
あ
た
る

来
年
度
の
目
玉
事
業
や
新
規
事
業
は
。

塩
崎
駅
周
辺
整
備
事
業
、市
営
住
宅
整
備
事
業
、

消
防
施
設
の
整
備
更
新
等
の
継
続
事
業
の
着
実
な
推
進
と
と

も
に
、ゴ
ミ
減
量
化
の
た
め
の
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
事
業
に
も
本
格

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

米
山

来
年
度
の
予
算
編
成
方
針
は

来
年
度
の
予
算
編
成
方
針
は

市
長

合
併
特
例
債
の
活
用
計
画
は
。

平
成
27
年
度
に
は
1
億
4
千
万
円
、そ
の
後
各
年

度
段
階
的
に
減
額
さ
れ
、経
過
措
置
が
な
く
な
る
平
成
32
年

度
以
降
は
14
億
円
減
額
と
な
る
。今
後
は
、予
算
規
模
の
縮
小

を
原
則
と
し
、市
債
の
発
行
抑
制
と
普
通
建
設
事
業
費
を
中

心
と
し
た
歳
出
削
減
に
努
め
、健
全
財
政
の
維
持
運
営
に
努

め
て
い
く
。

米
山

市
長

合
併
特
例
債
の
発
行
可
能
額
は
2
6
8
億
5
千

万
円
で
、本
年
度
末
ま
で
に
6
割
に
当
た
る
1
6
4
億
円
を

発
行
す
る
予
定
で
あ
る
。今
後
は
、建
設
事
業
分
に
つ
い
て
、

2
1
0
億
円
を
市
の
自
主
規
制
ラ
イ
ン
と
し
て
、保
育
園
の
建

て
替
え
、塩
崎
駅
周
辺
整
備
事
業
等
の
必
要
な
社
会
資
本
整

備
に
活
用
し
て
い
く
。

市
長

制
度
導
入
が
困
難
な

状
況
で
あ
る
。社
会
福
祉
協
議
会
の
体
制
強

化
な
ど
協
議
等
を
行
っ
て
い
く
。

福
祉
健
康
部
長

合
併
算
定
替
え
に
よ
る
地
方
交
付
税
減
額
の
見

通
し
と
対
策
は
。

米
山

新たな土地利用が可能となる赤坂台地域

甲斐市食育推進キャラクター

市長▶竜王地区4か所、敷島地区2か所を予定して
　　　いる

市街化調整区域内で開発行為等が可能となる条例制定の提
案をしてきたが、今回市当局から開発条例制定の方針が示された。指
定区域の場所と面積はどの程度を予定しているのか。

米 山

市 長 農林振興計画と調整を図りながら、区域内の白地部分
には用途地域の指定を、また、都市計画区域外については、無秩
序な開発が進まないよう区域への編入や、準都市計画の指定な
ど来年度から2年程度で見直しを行う予定である。

市 長 一定要件のもと開発行為等を認めることができる地区は、竜王地区の赤坂台ソフトパーク周辺地域、本竜王
の逆線引き地域、西八幡の逆線引き地域、アルプス通り沿線地域、敷島地区の大久保・天狗沢地域、敷島庁舎周辺地
域の6か所で、面積は全部で100から200ヘクタール程度を検討している。

いつから施行するのか、県との協議の見通しは。米 山

市街化調整区域内で開発行為等が
　　　　　　　　　　　  可能となる区域は
市街化調整区域内で開発行為等が
　　　　　　　　　　　  可能となる区域は

韮崎都市計画区域の双葉地区についても、用途地
域拡大などの見直しが必要だと考えるがどうか。

米 山

甲斐市議会だより No.3811

市 長 現在138人の食生活改善推進員が活動している。栄養学習
会は、年間23回開催し、参加者は467人であり、推進員自身が講師とな
り、学習会で学んだ知識を地域住民に直接伝えている。

市 長 来年度の市制10周年記念事業の一環として、地産地消、減
塩等をテーマに食育料理コンテストを開催する。

市長▶栄養学習会で地域住民に伝えている

食生活改善推進員の活動状況は。保 坂

「かぞくみんなで食べてる甲斐」の推進を「かぞくみんなで食べてる甲斐」の推進を

食育月間に料理コンテストを開催する予定はあるか。保 坂

市 長 乳幼児期は、親子で食に関心を持ち、食べる楽しさをしろうを重点目標に施策を展開している。各保育園は、給
食だよりで家族で食べる必要性を掲載している。就学期は、学校を通じ、保健だよりや学校保健委員会で朝食の重要性
を伝え、朝食の摂取状況も毎年向上している。ひとり暮らし高齢者は、社会福祉協議会で月1回の会食会を開催している。

各世代の孤食対策は。保 坂

■
公
明
党

保
坂

　芳
子

　議
員

市長▶インターネットでの情報発信も検討していく

防災行政無線応答サービスは、1通話10円かかるが、無料配信に
したらどうか。

保 坂

ツイッターなどインターネット上のサービスを利用した受信料のかから
ない市からの情報発信などもあわせて検討していく。
市 長

防災行政無線応答サービスの無料配信は防災行政無線応答サービスの無料配信は

労
働
寿
命
の
延
長
を
政
策
と
し

て
取
り
組
み
、医
療
費
を
削
減
し
て
は
ど
う

か
。

高
齢
化
が
進
む
中
で
働
く
年
齢

が
延
び
る
こ
と
は
、健
康
の
維
持
、医
療
費
の

減
少
に
も
つ
な
が
る
。今
後
、次
期
介
護
保
険

事
業
計
画
策
定
に
伴
う
高
齢
者
へ
の
ニ
ー
ズ

調
査
を
踏
ま
え
、研
究
し
て
い
く
。

保
坂

レ
セ
プ
ト
の
デ
ー
タ
化
で
重
複

受
診
を
把
握
し
て
い
る
か
。

保
坂

労
働
寿
命
を
延
長
し
て
医
療
費

　
　
　を
削
減
し
て
は
ど
う
か

労
働
寿
命
を
延
長
し
て
医
療
費

　
　
　を
削
減
し
て
は
ど
う
か

市
長

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制

度
の
導
入
は
。

保
坂

市
長
▼
高
齢
者
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査

　
　
　を
踏
ま
え
研
究
し
て
い
く

市
民
部
長
平
成
24
年
度
は
42
人
で
あ

り
、受
診
状
況
を
踏
ま
え
、適
正
な
指
導
を

実
施
し
て
い
る
。

3月議会へ条例を提案し、4月1日施行の予定
で県と協議を進めている。
建設産業部長
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一般質問 一般質問

教育長

文部科学省が示している指針に基づき、平成27年度までには対策を講じるようにとのことであるがどうか。斉 藤

東日本大震災における中学校体育館の天井落下被害（宮城県粟原市）

■
市
民
ク
ラ
ブ

斉
藤

　芳
夫

　議
員

教
育
長
▼
文
科
省
よ
り
、
体
育

　
　
　
　館
等
の
天
井
等
の
落

　
　
　
　下
防
止
対
策
を
、
平

　
　
　
　成
27
年
度
ま
で
に
実

　
　
　
　施
す
る
よ
う
要
請
が

　
　
　
　あ
っ
た

教育長▶年次計画を立て要改善箇所から優先的に改修
　　　　を進めていく

子どもたちの日常生活の場である、学校施設は安全第一が当然で
ある。本市の施設の構造本体は、100％耐震化されているが、非構造部材に
ついては、今年度、診断結果を始めたばかりであり、小・中学校の校舎６校

と、体育館の３校を行ったが、結果はどうであったか。また、今後の工程はどうするのか。

学
校
体
育
館
の
う
ち
、本
年
度

調
査
し
た
竜
王
北
中
、敷
島
中
、竜
王
小

の
３
校
の
結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

文
科
省
は
平
成
27
年
度
ま
で
に
対
策
を
講
じ
る
よ
う
に
と
の
こ
と
だ
が
、間
に
合
う

の
か
。

文
科
省
が
示
し
た
見
直
し
基
準
に
よ
る
と
、児
童
生
徒
の
安
全
に
万
全
を
期

す
観
点
か
ら
、吊
り
天
井
等
の
撤
去
を
中
心
と
し
た
方
向
性
を
示
し
て
い
る
た
め
、撤
去

を
中
心
と
し
た
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。今
後
、実
施
計
画
、改
修
等
の
年
次

計
画
を
立
て
て
実
施
す
る
。

斉 藤

調査結果については、ロッカー等の転倒や移動の恐れ、また、吊り照明に振れ止めがない等、防止対策の必
要な箇所が報告書として上がっている。項目毎に現状維持から、要改善まで４段階にランク分けされており、現在各施
設毎、集計、検討している所で、年次計画を立て、要改善箇所から優先的に改修を進める考えである。

教育長 平成22年3月発行の「耐震化ガイドブック」および平成24年3月発行の「耐震対策実例集」等を参考に、災害
時に対応できる対策を実施することとしている。

市 長 平成27年度から29年度の3か年の介護保険給付サービスの利用見込量に基づき、標準給付費や被保険
者数等を推計して、保険料を算定する。

市 長 平成24年度の要支援１、２の平均負担金額は、月額約5千円、要介護1から5の平均負担金額は、月額約1万
9千円となっている。平成25年度は、年度途中のため算出できないが、平成24年度に比べ微増している。

斉
藤

学校施設の非構造部材と言われる
　　　　　　内装全般の耐震化が急務と思うが
学校施設の非構造部材と言われる
　　　　　　内装全般の耐震化が急務と思うが

学
校
体
育
館
の
吊
り
天
井
等

の
対
策
は
ど
う
か

学
校
体
育
館
の
吊
り
天
井
等

の
対
策
は
ど
う
か

教
育
長

災
害
時
指
定
避
難
場
所
で
あ
る
体
育
館
等
は
、子
供
た
ち
の
安
全
と
と
も

に
避
難
所
と
し
て
の
機
能
維
持
も
求
め
ら
れ
る
。竜
王
東
小
学
校
の
吊
り
天
井
は
、本

年
冬
休
み
に
撤
去
と
な
っ
た
が
、今
後
の
方
向
と
し
て
は
、敷
島
中
、竜
王
北
中
、竜
王

小
学
校
も
撤
去
を
優
先
的
に
考
え
る
の
か
。

教
育
部
長
調
査
結
果
を
検
討
中
な
の
で
、は
っ
き
り
言
え
な
い
が
、撤
去
す
べ
き
の

結
果
で
あ
れ
ば
撤
去
す
る
こ
と
を
優
先
的
に
考
え
て
対
策
を
と
る
。

斉
藤

■
日
本
共
産
党
甲
斐
市
議
団

樋
泉

　明
広

　議
員

市 長 今後の介護保険法改正の動向に注視するとともに、高齢者へのニーズ調査等を踏まえ、次期介護保険事業
計画策定の中で、要支援者へのサービスが低下しないよう支援策等の検討を行っていく。

市長▶サービスが低下しないよう支援策の検討を行う

要支援1、2の認定者を介護保険事業から自治体の地域支援事業へ移行することにより、従来のサービ
スは後退しないのか。

樋 泉

要支援、要介護1から5までの介護認定者の平成24年度、25年度の利用料金はどのくらいになるのか。樋 泉

介護保険制度の見直しにより従来のサービス
は後退しないのか
介護保険制度の見直しにより従来のサービス
は後退しないのか

第6期介護保険計画では、1号被保険者の介護保険料見込みについては、どう算定されるのか。樋 泉

市
長
▼
市
民
目
線
に
立
っ
た
真
摯
な
姿
勢
で
取
り

　
　
　組
ん
で
い
く

来
年
度
予
算
編
成
の
基
本
姿
勢
は
。

市
の
将
来
像
で
あ
る「
緑
と
活
力
あ
ふ
れ
る
生
活
快
適
都

市
」の
実
現
に
向
け
、市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、市
民
目
線
に
立
っ
た

真
摯
な
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

樋
泉

2
0
1
4
年
度
の
予
算
編
成
の
基
本
姿
勢
は

2
0
1
4
年
度
の
予
算
編
成
の
基
本
姿
勢
は

市
長

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

お
よ
び
事
務
事
業
評
価
を
踏
ま
え
、

政
策
課
題
の
着
実
な
推
進
と
健
全
財

政
の
堅
持
を
基
本
に
編
成
を
行
う
。

市
長

予
算
編
成
の
基
本
方
針
は
。

樋
泉

独
自
の
財
政
健
全
化
策
と
し
て
、平
成
22
年
度
か
ら
25
年
度
ま
で
の
4
年
間
で
、臨
時

財
政
対
策
債
の
発
行
を
20
億
円
に
抑
制
し
て
い
る
。将
来
世
代
に
過
度
の
負
担
を
転
嫁
さ
せ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化
を
堅
持
し
た
中
で
、新
年
度
も
抑
制
し
て
い
く
。

市
長

予
算
編
成
に
あ
た
り
、市

債
の
発
行
方
針
の
基
準
は
。

樋
泉

医
療・福
祉・高
齢
者
支
援
を
は
じ
め
、子
育
て
支
援
、学
校
教
育
振
興
、市
民
の
暮

ら
し
、農
業・商
工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、い
ず
れ
も
重
要
な
課
題
と
し
て
捉
え
て
お
り
、今
後

と
も
必
要
な
事
項
は
、鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
長

11
月
20
日
に
共
産
党
甲
斐
市
議
団
と
共
産
党
甲
斐
市
委
員
会
が
48
項
目
の
予

算
要
求
を
行
っ
て
い
る
が
、来
年
度
予
算
に
ど
う
反
映
さ
せ
る
の
か
。

樋
泉

市政の基本となる総合計画後期基本計画
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一般質問 一般質問

3施設ある温泉施設での効果額は、指定管理者制度導入前と比較してどうか。また、平成24年度の入浴料
収入は、同程度の入場者のあった平成21年度と比較すると減少となっているが要因は。

清 水

■
颯
新
ク
ラ
ブ

清
水

　正
二

　議
員

市長▶導入施設は評価・検証に基づき更新をする

取り組んでいる民間活力の導入「指定管理者制度の活用」の今後
の取組みについて考えを問う。

清 水

市 長 市では、平成18年度から指定管理者制度の導入を進め、105ある公
共施設のうち92の施設について導入を検討し、そのうち14の施設において導
入している。毎年の評価、検証に基づき制度の更新を行っていく。他の施設に

ついては、サービスの向上や経費の削減が図られる施設であり、かつ指定管理者となり得る法人等が想定される場合
については、課題等を整理検討する中で、導入を図っていく。

市 長 燃料価格の高騰や電気料金の値上げなどから管理経
費が負担増となっており、平成24年度収支は、520万円ほどの赤
字である。平成24年度は、30万684人と初めて年間利用者が30
万人を超えたが、利用料収入については、68歳以上の低額利用
者が年々増加傾向にあり、収入が増加しない要因の一つと考え
る。低料金で利用できる公営温泉の性格を維持し、多くの高齢者
に利用され、一定の目的を達成しているものと考えるが、利用者
数の推移、施設の老朽化、維持経費、設置の効果などを検証し
ながら、中・長期的な観点で今後の施設のあり方を検討していく。

指定管理者制度の今後の取り組みは指定管理者制度の今後の取り組みは

秋
田
県
藤
里
町
に
み
る
中
間
的
就
労
支
援
の

先
進
事
例
導
入
は
。

清
水

■
市
民
ク
ラ
ブ

池
神

　哲
子

　議
員

市 長 民間参入のメリットとして、休日保育、延長保育の時間延長など柔軟なニーズに対応でき、保育の質の向上
や特色ある保育サービスが期待できる。

市長▶特色ある保育サービスが期待できる

保育園の指定管理者制度導入について、なぜ導入するのか。池 神

保育環境の変化について、大変心配されたように聞くが、今後の進め方は。池 神

保育園の指定管理者制度導入の理由は保育園の指定管理者制度導入の理由は

県内の公立保育園への制度導入状況とその評価は。池 神

市
長
▼
関
係
す
る
皆
様
の
意
見
を
聞
き
反
映
し
て
い
く

竜
王
西
保
育
園
の
園
舎
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、耐
震
化

の
た
め
必
要
で
あ
る
が
、事
前
に
当
事
者
で
あ
る
保
護
者
や
地
域

住
民
の
意
見
も
取
り
入
れ
、事
業
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

当
初
は
、平
成
26
年
度
以
降
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、国
よ
り
創

設
さ
れ
た
臨
時
交
付
金
事
業
に
お
い
て
、保
育
園
建
設
が
認
め
ら
れ
、計
画
を
前
倒
し
し
、進
め
る
こ
と
と
し

た
。工
事
を
進
め
る
に
あ
た
り
、関
係
す
る
皆
様
の
意
見
を
聞
き
反
映
し
て
い
く
。

池
神

竜
王
西
保
育
園
の
建
て
替
え
は
保
護
者
や
地
域

住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
進
め
る
べ
き
で
は

竜
王
西
保
育
園
の
建
て
替
え
は
保
護
者
や
地
域

住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
進
め
る
べ
き
で
は

市
長

建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、保
育
を
行
い
な
が
ら
同
一
敷

地
内
に
整
備
し
、園
庭
の
面
積
確
保
お
よ
び
釜
無
川
に
近
い
こ

と
か
ら
、水
害
へ
の
備
え
も
考
慮
し
た
。

市
長

保
護
者
等
へ
の
説
明
会
の
今
後
の
予
定
は
。

池
神

建
て
替
え
計
画
で
は
、二
階
建
て
に
な
っ
て
い
る
が
、

先
生
方
の
目
が
行
き
届
く
平
屋
建
て
が
ベ
ス
ト
と
考
え
る
が
。

池
神

耐震化のため園舎を建て替える竜王西保育園

指定管理者制度を導入しているかまなしの湯

11
月
に
保
護
者
役
員
に
説
明
し
、1
月
に
保
護
者
説
明
会
を
開
催
す
る
。

福
祉
健
康
部
長

市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お
い
て
、浸
水
の
深
さ
は

ど
の
く
ら
い
を
想
定
し
て
い
る
か
。一
次
避
難
場
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
の
か
。

池
神

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お
い
て
、50㎝
に
な
っ

て
お
り
、地
元
の
竜
王
2
区
の
一
次
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

福
祉
健
康
部
長

今
国
会
で
成
立
し
た
平
成
27
年
度

施
行
の
生
活
困
窮
者
支
援
法
に
お
い
て
、就
労
支
援
な
ど

の
事
業
が
メ
ニュ
ー
化
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。社
会
福
祉
協

議
会
や
N
P
O
法
人
と
の
連
携
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
の

で
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
自
立
、就
労
支
援
体
制
の
構
築

に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

福
祉
健
康
部
長

笛吹市では4施設、南アルプス市では1施設導入している。保護者等からは好評である。福祉健康部長

保護者会から要望書が提出されているので、説明会を開き理解を得ていく。福祉健康部長

市
長
▼
就
労
支
援
員
の
配
置
に
よ
り
就
労

　
　
　支
援
を
促
進
し
て
い
る

地
域
支
援
事
業
と
包
括
的
支
援
の
一
体
化
に

よ
り
生
活
困
窮
者
に
中
間
的
就
労
支
援
を
行
い
、地
域

貢
献
に
結
び
つ
け
る
先
進
事
例
を
本
市
に
導
入
す
る
考

え
は
。

稼
働
能
力
の
あ
る
世
帯
に
は
、就
労
支
援
員
の

配
置
に
よ
り
ハロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
を
図
る
中
で
集
中
的

な
就
労
支
援
を
促
進
し
、一
定
期
間
家
賃
を
補
助
す
る
な

ど
住
居
の
居
住
安
定
確
保
を
図
り
、支
援
者
に
寄
り
添
う

事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

清
水

生
活
困
窮
者
の
中
間
的
就
労
支
援
は

生
活
困
窮
者
の
中
間
的
就
労
支
援
は

市
長

今
後
、本
市
に
適
し
た
中
間
的
就
労
支
援
対

策
等
の
実
施
を
研
究
し
て
い
く
。

市
長
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■
公
明
党

名
取

　國
士

　議
員

市
長
▼
市
内
公
共
施
設
10
か
所
に
設
置
し
て
い
る

飲
料
メ
ー
カ
ー
や
商
店
と
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結

し
、市
内
の
公
共
施
設
の
自
動
販
売
機
を
災
害
対
応
型
に
順
次
交

換
す
る
考
え
は
。

コ
カ・コ
ー
ラ
セ
ン
ト
ラ
ル
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
と「
災
害
時

に
お
け
る
情
報
伝
達
手
段
の
提
供
お
よ
び
救
援
物
資
提
供
に
関
す

る
協
定
書
」を
締
結
し
、指
定
避
難
場
所
を
は
じ
め
、市
内
公
共
施
設
10
か
所
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
搭
載

地
域
貢
献
型
自
動
販
売
機
を
設
置
し
て
い
る
。災
害
協
定
を
締
結
し
て
い
る
商
店
に
設
置
し
て
い
る
自
動

販
売
機
に
つ
い
て
は
、今
後
設
置
者
の
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
く
。

名
取

自
動
販
売
機
を
災
害
対
応
型
に
交
換
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　新
設
す
る
考
え
は

自
動
販
売
機
を
災
害
対
応
型
に
交
換
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　新
設
す
る
考
え
は

市
長

災
害
協
定
を
締
結
し
て
い
る
市
内
の
商

店
は
ど
の
く
ら
い
か
。

名
取

市
内
の
公
共
施
設
へ
の
飲
料
水
等
の
自
動
販
売
機
の
設
置
場
所
は
ど
の
く
ら
い
か
。

名
取

公共施設に設置してある地域貢献型自動販売機

市長▶先進地の事例などを調査・研究する

国では、大災害時にペットの犬や猫などを飼い主と一緒に避難させることを原則とした「災害時における
ペットの救護対策ガイドライン」を作成した。行政は、具体的な対策マニュアルや計画の策定を急ぐべきではないか。

名 取

市 長 昨年度から総合防災訓練において、ペット同行避難訓練を実施したが、参加者が少なかった。今後は、ガイドライ
ンの甲斐市地域防災計画への反映およびマニュアル等作成の取り組みついて、先進地の事例などを調査・研究していく。

ペット同行避難に備えた計画策定の考えはペット同行避難に備えた計画策定の考えは

ペット同行避難に備えた体制整備や飼い主の準備をどう考えているのか。名 取

甲斐市議会だより No.3817

総
務
部
長
28
施
設
に
72
台
設
置
し
て
い
る
。そ

の
う
ち
、29
台
が
A
E
D
機
器
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド

搭
載
、地
域
貢
献
型
対
応
の
自
動
販
売
機
と
な
っ
て

い
る
。

総
務
部
長
災
害
協
定
を
締
結
し
て
い
る
団
体

は
41
団
体
で
あ
る
。そ
の
う
ち
、7
つ
の
大
型
商
店
と

災
害
時
に
お
け
る
食
料
品
そ
の
他
生
活
必
需
品
の

供
給
を
締
結
し
て
い
る
。

飼い主は、平常時から災害に備えたペット用の備蓄品の確保、避難ルートの確認等の準備を行うほか、
必要なしつけや健康管理をする必要がある。避難所では、大勢の人が共同生活を送ることから、各避難所の実情に
合うペット同行避難の体制整備等について、先進地の事例などを調査するとともに、必要に応じて関係者のご意見を
聞く機会を設けていきたい。

市民部長

市 長

市 長 ボランティアや団体、企業など民間レベルでの柔軟なアイデアによる活動に期待するが、今年度から県が開
設した「婚活応援サイト」や、他自治体で行っている事業の成果を検証しながら、自治体や民間との役割分担も踏まえ
る中で、有効な支援策について研究していく。

伊那市では「いなし出会いサポートセンター」を開設し、結婚相談や出会いのサポートを行っているが、
本市の具体的な支援策は。

藤 田

舞台で朗読する子どもたち（国文祭・朗読フェスティバル）

■
公
明
党

（
故
）藤
田

　悟

　議
員

市
長
▼
市
内
外
に
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
く

市長▶子育て支援の充実に取り組む

2013年の厚生労働白書での意識調査によると、未婚者のうち「い
ずれ結婚しよう」と考えている人が9割に達したことから、若者の結婚願望自
体は決して低くない。市では、婚活支援をどのように考えているのか。

創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
題
材
と
な
っ
た
山
県
大
弐
に
つ
い
て
、今
後
ど
う
伝
え
て

い
く
の
か
。来

年
の
市
制
10
周
年
記
念
事
業
の
中
で
山
県
大
弐
の
人
間
像
に
つ
い
て
広
く
伝

え
て
い
く
と
と
も
に
、新
た
に
竜
王
駅
に
建
立
さ
れ
た
山
県
大
弐
像
を
観
光
資
源
と
し
て
の

活
用
も
含
め
、市
内
外
に
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
く
。

藤 田

市が主体となり結婚相談やイベントによる出会いから交際へと進展さ
せ、さらに結婚に至るまでサポートすることは容易なことではなく、成果に結びつ

けることは、なかなか難しいと感じている。市では、子育て支援の充実に積極的に取り組むことにより、その第一歩として
結婚意欲が高まり、子どもを産み育てることに喜びを感じられるような環境づくりに努めていく。

藤
田

婚活支援をどのように考えているのか婚活支援をどのように考えているのか

国
民
文
化
祭
を
終
え
て
の
今
後
の
取
り
組
み
は

国
民
文
化
祭
を
終
え
て
の
今
後
の
取
り
組
み
は

市
長

市
長

ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、県
外
か
ら
13
も
の
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
が

参
加
し
た
が
、今
後
こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
と
の
交
流
は
。

大
会
へ
の
後
援
を
し
て
い
く
中
で
、ダ

ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
と
関
わ
り
を
持
ち
、生
涯
学

習
事
業
と
し
て
、子
ど
も
や
大
人
を
対
象
と
し

た
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
講
座
の
開
講
時
に
は
、講
師

と
し
て
指
導
の
協
力
依
頼
を
し
て
い
き
た
い
。

藤
田

市
長

朗
読
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、改
め

て
言
葉
の
力
を
知
る
機
会
と
な
っ
た
。小
・
中
学

生
が
読
書
へ
の
関
心
を
高
め
る
書
評
合
戦「
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル（
※
）」が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

導
入
の
考
え
は
あ
る
か
。

広
く
読
書
へ
の
関
心
を
高
め
る
事
業

の一
環
と
し
て
、図
書
館
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

に
お
い
て
、小
・
中
学
校
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。

※ビブリオバトルとは、参加者がお勧めの本を持ち寄り、制限
時間内にその魅力を語り、最も読みたくなった一冊を投票で
決める書評合戦のイベント

藤
田

藤
田
悟
議
員
は

平
成
26
年
1
月
20
日
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

訃　報
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市 長 将来にわたる土地利用を検討する中で、都市計画区
域内の白地部分には用途地域の指定、また、都市計画区域外
については無秩序な開発が進まないよう区域編入や準都市計
画の指定など、来年度からの見直しを行う予定である。

新山梨環状道路北部区間完成を考えての用途地域
見直しがあるか。

三 浦

山県大弐物語の一場面（国文祭・創作ミュージカル）

■
創
政
甲
斐
ク
ラ
ブ

長
谷
部
　集
　議
員

■
創
政
甲
斐
ク
ラ
ブ

三
浦
　進
吾
　議
員

市
長
▼
土
地
利
用
に
関
す
る
各
種
届
出
等
に
よ
り

　
　
　把
握
し
て
い
る

大
規
模
な
太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て
、国
、県
は
設
備

認
定
を
す
る
こ
と
に
よ
り
事
業
を
把
握
し
て
い
る
が
、自
治
体
に

そ
の
情
報
が
通
知
さ
れ
る
の
は
い
つ
頃
か
。

国
で
は
、設
置
場
所
の
地
域
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局

で
設
備
認
定
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
る
。市
、県
に
お
い
て
も
、そ

の
該
当
地
に
か
か
る
土
地
利
用
に
関
す
る
各
種
届
出・許
可
申
請
等
の
際
に
把
握
し
て
い
る
。

三
浦

大
規
模
太
陽
光
発
電
の
設
備
認
定
の
把
握
は

大
規
模
太
陽
光
発
電
の
設
備
認
定
の
把
握
は

市
長

災
害
等
の
防
止
に
向
け
、1
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
大
規
模
な
林
地
開
発
に
つ
い
て
は
、県
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
調
整
池
の
設
置
や
新
た
な
植
樹
帯
の
設
置
な
ど
、森
林
法
に
基
づ
く
適
切
な
指
導
を
行
う
。1

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
林
地
開
発
に
つ
い
て
は
、市
独
自
の
林
地
適
正
利
用
指
導
要
綱
等
の
制
定
を
進
め
て
い
る
。

市
長

山
梨
県
地
下
水
お
よ
び
水
源
地
域
の
保
全
に
関
す
る
条
例
で
は
、本
市
の
水
源
地

域
指
定
区
域
は
ど
の
地
域
か
。

敷
島
地
区
8
か
所
、双
葉
地
区
3
か
所
の
水
源
涵
養
機
能
の
高
い
森
林
の
存
す
る
地

域
が
大
字
単
位
で
指
定
さ
れ
て
い
る
。

三
浦

市
長

太
陽
光
パ
ネ
ル
が
将
来
的
に
、産
業
廃
棄
物
と
し
て
残
る
が
、ど
の
よ
う
に
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
で
は
、太
陽
光
パ
ネ
ル
の
有
用
資
源
を
回
収
す
る
技
術
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
。今
後
、関
係
省
庁
に
よ
る
廃
棄
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
等
が
想
定

さ
れ
る
の
で
、関
係
情
報
の
把
握
に
留
意
し
て
い
く
。

三
浦

市
長

太
陽
光
パ
ネ
ル
は
建
築
物
に
当
た
ら
な
い
た
め
、建
築
確
認
申
請
が
必
要
な
く
、規

制
が
少
な
い
が
、災
害
に
対
し
て
の
市
の
考
え
は
。

三
浦

耕作放棄地と未舗装の農道

市 長 地元自治会の要望書に基づき、農業生産に影響の大きい要望や、緊急性の高いものなどから、費用対効果
を十分に検討した中で、優先順位をつけ、限られた予算の中で、
改良改修工事を実施している。

市長▶優先順位をつけ改良改修工事を実施している

耕作放棄地が多く見られ、水路もなく道幅2ｍくらいの未舗装の農道について、整備する考えはあるのか。三 浦

新山梨環状道路北部区間岩森インター付近の
農道整備の考えは
新山梨環状道路北部区間岩森インター付近の
農道整備の考えは

市 長

市長▶住み良さ、暮らし良さの実感できる施策が中心と
　　　なる

市総合計画では、平成42年に人口８万606人との増加予測に対
し、後期基本計画では、７万1,169人に減少するとした。現在の推移と今後
の施策は。

長谷部

人口増減には、転入転出に伴う社会増減と出生死亡に伴う自然増減がある。現況は、社会減をわずかに自
然増が上回り、住民基本台帳では微増にある。しかし、将来的には減少すると考える。
　今後は、甲斐市で学んだ子供たちが、甲斐市に居住できる就業先の確保、安心して子供を産み育てられる環境づく
りが大切だと考える。

教育長 出演者が50団体、1,090人、観客数が3,009人、ボランティア
スタッフは420人。国文祭を観光につなげるため、事前に観光パンフ
レットを参加者に送付した。また、会場では、特産品販売を実施した。

定住人口を増やすための施策は定住人口を増やすための施策は

教育長▶ＤＶＤを作成し大弐の偉業を全国へ発
　　　　信する

「富士の国やまなし国文祭」では、県内外から多くの出
演者や観客が本市を訪れたが、詳細は。

長谷部

教育長 脚本の公開は、著作権の問題が解決すれば可能であ
る。小説化についても検討したい。

創作ミュージカル「山県大弐物語」は好評だった。脚本
を公開し、PRに役立てては。また、大弐の関連文献は、現代人に
は読みづらいため「山県大弐物語」の小説化を考えては。

長谷部

国文祭事業「山県大弐物語」の今後の活用は国文祭事業「山県大弐物語」の今後の活用は
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
対
象
を
リ
フ
ォ
ー
ム
全
般
に
拡
大
を

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
対
象
を
リ
フ
ォ
ー
ム
全
般
に
拡
大
を

市
長
▼
制
度
の
内
容
等
を
精
査
し
、他
市
の
動
向
に
も
注
視
し
て
い
く

本
市
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
、耐
震
補
強
の
み
の
対
象
範
囲
の
狭
い
制
度
で
あ
る
。他
市
町
村

は
、リ
フ
ォ
ー
ム
全
般
を
広
く
対
象
と
し
、地
域
経
済
の
活
性
化
も
大
き
な
目
的
と
し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
の
利
用
状

況
は
、ま
た
対
象
範
囲
拡
大
の
考
え
は
。

本
年
度
４
月
の
制
度
導
入
か
ら
11
月
ま
で
の
利
用
者
は
、2
件
で
あ
る
。単
独
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
今

年
度
か
ら
導
入
し
て
い
る
他
市
で
は
、甲
府
市
で
1
9
6
件
、山
梨
市
で
43
件
の
申
請
が
あ
っ
た
と
聞
く
。今
後
は
、助

成
制
度
の
内
容
等
を
精
査
し
、他
市
の
動
向
に
も
注
視
し
て
い
く
。

長
谷
部

市
長

か
ん
よ
う
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■
颯
新
ク
ラ
ブ

坂
本
　
一
之
　
議
員

■
日
本
共
産
党
甲
斐
市
議
団

松
井
　
豊
　
議
員

足立区を訪れ、おいしい給食について研修してきたが、給食メ
ニューコンクールは大変参考となった。市でも、特産品をテーマに、メニューを
子ども達から募集してコンクールを行い、受賞したメニューを実際の給食で食
べてもらってはどうか。

坂 本

教育長▶目標値を上回っている

食育を進める中で、地産地消は、地域で採れる産物に親しむという
点から大事であるが、学校給食における数値目標とその割合は。

坂 本

教育長 学校給食での地産地消率の目
標値については、重量ベースで35％であ
る。米飯給食では、甲斐市産米を100％使

用している。また、市の特産物の甲州ワインビーフ、赤坂とまと、やはたいもなども
使用している。昨年度実施した学校給食調査において、本市での県内産の使
用率は45.3％であった。

学校給食での地産地消の割合は学校給食での地産地消の割合は

納
入
業
者
を
集
め
て
、仕
入
れ
価
格
の
検
討
や
市
で
は
お
い
し
い
給

食
を
出
す
と
い
う
こ
と
な
ど
を
話
し
合
う
考
え
は
あ
る
か
。

坂
本

給
食
費
の
問
題
と
丈
夫
な
体
を
つ
く
る
意
味
の
栄
養
補
給
と
い
う
面

で
ど
う
考
え
る
か
。

坂
本

足立区のおいしい給食の本

園庭で元気に遊ぶ子ども達

教
育
長
▼
食
材
等
の
動
向
を
踏
ま
え
、現
在
検
討
を
行
っ
て

　
　
　
　い
る

子
ど
も
達
に
体
力
や
忍
耐
力
を
付
け
さ
せ
る
意
味
で
も
、お
い
し
い

給
食
は
欠
か
せ
な
い
。来
年
に
は
、消
費
税
が
3
％
上
が
る
こ
と
に
転
嫁
し
て
学

校
給
食
費
を
値
上
げ
す
る
自
治
体
も
あ
る
が
、本
市
で
は
ど
う
な
る
の
か
。

給
食
食
材
は
、原
油
価
格
の
高
騰
や
物
価
の
上
昇
に
よ
り
、値
上
が
り

し
て
い
る
が
、栄
養
士
が
工
夫
を
し
て
、ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
の
調
味
料
は
既
製
品
を

使
用
せ
ず
、手
づ
く
り
で
提
供
し
て
い
る
。ま
た
、牛
乳
は
、一
括
購
入
で
入
札
を
行

い
、購
入
価
格
の
抑
制
を
図
っ
て
い
る
。

　地
元
産
、国
内
産
の
食
材
は
割
高
で
あ
る
が
、食
材
等
の
動
向
も
踏
ま
え
、学

校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、現
在
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

坂
本

消
費
税
増
税
に
よ
り
学
校
給
食
費
を
改
定
す
る
の
か

消
費
税
増
税
に
よ
り
学
校
給
食
費
を
改
定
す
る
の
か

教
育
長

共
同
購
入
や
単
価
購
入
で
き
る
も
の
は
行
う
な
ど
、卸
業
者
に
も
確

認
を
し
て
い
き
た
い
。栄
養
士
も
努
力
し
て
い
る
が
、物
価
高
な
ど
抑
え
き
れ
な
い

部
分
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
、検
討
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

教
育
長

小・中
学
生
の
食
事
は
大
切
な
も
の
で
あ
り
、子
ど
も
達
が
健
康
な
よ

り
良
い
子
ど
も
に
成
長
す
る
た
め
に
は
、給
食
も
重
点
課
題
で
あ
る
。長
期
展
望

に
立
っ
て
、質
を
落
と
さ
ず
に
、十
分
な
栄
養
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
、政
策
の
中
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

市
長

地産地消の食育の面からも、メニューを募集したコンクール等を実
施できるか、今後検討していく。
教育部長

市 長 秘密保護法案の対象となる情報は、防衛・外交・特定有
害活動防止・テロリズム防止に関する情報であり、適切な情報管
理を行ってもらいたいと考えている。

市長▶防衛・外交など国を守る法律と
　　　理解している

秘密保護法は、公務員とその周りの人だけでなく、広
く国民が処罰の対象となることを政府も認めている。秘密を知
ろうと話し合ったり（共謀）、他人に勧めたり（教唆）、大勢に呼び
かけたり（扇動）することが処罰される仕組みだからである。市
長は、この法案の会期内成立を新聞紙面で主張していたが、そ
の真意は。

松 井

国民の目・耳・口をふさぐ秘密保護法に
　　　　　　　　　　　 対する見解は
国民の目・耳・口をふさぐ秘密保護法に
　　　　　　　 　　　　対する見解は

市
長
▼
目
標
値
を
上
回
っ
て
い
る

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
は
、自
治
体
の
保
育
実
施

責
任
の
希
薄
化
、保
育
実
施
基
準
の
規
制
緩
和
な
ど
、保
育
の
公
的

責
任
を
弱
め
、子
育
て
を
自
己
責
任
と
さ
せ
る
な
ど
の
問
題
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。こ
の
制
度
に
つ
い
て
、市
長
の
見
解
は
。

市
で
は
、新
制
度
の
下
に
お
い
て
も
、子
ど
も
と
養
育
者
に

必
要
な
支
援
を
行
う
中
で
、保
育
の
公
的
責
任
を
果
た
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

松
井

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

　
　
　

 

　
　
　
　に
よ
る
保
育
の
責
任
は

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

　
　
　

 

　
　
　
　に
よ
る
保
育
の
責
任
は

市
長

市
長
▼
県
や
関
係
市
町
と
雇
用
対
策
本
部

　
　
　を
設
置
し
て
対
応
し
て
い
く

ル
ネ
サ
ス
の
営
業
損
益
は
黒
字
が
続
い
て
お

り
、ル
ネ
サ
ス
を
掌
握
し
た
産
業
革
新
機
構（
政
府
が
９

割
出
資
）が
、地
域
経
済
を
破
壊
す
る
工
場
閉
鎖
を
行
う

の
は
道
理
が
な
い
。国
と
ル
ネ
サ
ス
本
社
に
対
し
て
、再

度
申
し
入
れ
等
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
ま
た
、深
刻
さ
を
増
す「
労
働
問
題
」に
対
処
す
る
た

め
、市
に
お
い
て
も
、地
方
分
権
法
に
係
る
労
働
部
局（
係

等
）を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

再
度
の
閉
鎖
撤
回
の
申
し
入
れ
に
つ
い
て
は
、考

え
て
い
な
い
。し
か
し
、県
と
本
市
、中
央
市
お
よ
び
昭
和

町
と
の
情
報
の
共
有
を
図
り
、連
携
し
て
い
く
た
め
、雇
用

対
策
本
部
を
設
置
し
た
。今
後
は
、こ
の
会
議
を
中
心
と

し
て
、同
社
の
動
向
や
関
係
機
関
と
の
情
報
交
換
を
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
。

　な
お
、労
働
部
局
の
設
置
に
つ
い
て
は
、当
面
、現
行
の
商

工
労
働
係
が
所
管
し
て
い
く
。

松
井

ル
ネ
サ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

　
　
　
　

  

甲
府
工
場
閉
鎖
問
題
に

　
　
　
　
　
　ど
う
対
応
す
る
の
か

ル
ネ
サ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

　
　
　
　

  

甲
府
工
場
閉
鎖
問
題
に

                

ど
う
対
応
す
る
の
か

市
長
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意見交換会・議員研修会 意見交換会

各種団体との意見交換会を開催しました各種団体との意見交換会を開催しました

甲
斐
市
公
立
小
中
学
校
長
会
と
の
意
見
交
換
会

甲斐市商工会との意見交換会

甲
斐
市
公
立
小
中
学
校
長
会
と
の
意
見
交
換
会

甲斐市商工会との意見交換会

（
10
月
9
日
開
催
）

（10月15日開催）

　
総
務
教
育
常
任
委
員
会
で
は
、昨

年
に
引
き
続
き
、甲
斐
市
公
立
小
中

学
校
長
会
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。今
回
は
、「
い
じ
め
」「
体
罰
」

「
学
校
経
営
の
諸
問
題
」を
テ
ー
マ
に

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、「
い
じ
め
」に
つ
い
て

は
、問
題
行
動
は
起
こ
す
、起
こ
し
そ

う
だ
と
い
う
と
き
は
、必
ず
何
か
し
ら

の
サ
イ
ン
を
発
す
る
の
で
、こ
う
し
た

兆
候
を
見
逃
す
こ
と
な
く
、早
期
発

見
に
努
め
る
。そ
の
た
め
に
は
、児
童
・

生
徒
と
教
師
と
の
信
頼
関
係
が
大

事
。ま
た
、起
き
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

必
ず
一
人
で
は
な
く
、組
織
で
対
応
す

る
。必
要
に
応
じ
て
、児
童
相
談
所
な

ど
外
部
の
関
係
機
関
や
警
察
等
と
も

連
携
を
図
る
。

　
次
に
、「
体
罰
」は
、体
罰
を
容
認
す

る
風
土
を
刷
新
す
る
。チ
ェ
ッ
ク
機
能

を
強
化
す
る
。教
員
の
研
修
を
徹
底

す
る
。を
３
つ
の
柱
と
し
、教
え
る
プ

ロ
と
し
て
体
罰
に
頼
ら
な
い
教
育
を

行
う
よ
う
心
が
け
て
い
る
。な
ど
の
対

応
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
３
つ
目
の「
学
校
経
営
の
諸
問
題
」

で
は
、ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童
・
生

徒
へ
の
対
応
や
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、学
校
教
育
支
援
員

の
増
員
な
ど
の
問
題
が
提
起
さ
れ
、活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、議
会
と
し
て
こ
れ
ら
の
こ

と
を
参
考
に
、本
会
議
お
よ
び
委
員
会

に
お
け
る
教
育
問
題
の
審
議
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
委
員
長
　
米
山 

昇
　
記
）

総
務
教
育
常
任
委
員
会

建設経済常任委員会

　建設経済常任委員会では、「甲斐市の産業振興」をテー

マに、２つの項目について意見交換会を行いました。

　主な内容として、「地域資源を活用した産業振興」に

ついてでは、今年で10年目を迎えた「桑の実摘み観光」

が大変好評であり、旧双葉町時代から受け継がれてき

た「桑」を、甲斐市の特産品として、一層推進していくこ

とが共通認識であると再確認いたしました。また、遊休

農地の活用方法や農地法等の課題点についても活発

な意見を交わすことができました。

　次に、「工業・製造業の集約化に関する土地利用」に

ついてでは、商工会から、市内へのミニ工業団地の開

発や企業誘致等について要望が出され、人材を育成す

ることの大切さについてもご意見をいただきました。

　今回の意見交換会において、商工会が、産業振興は

もとより、地域の発展のために、様々な事業を展開して

いることを再認識すると同時に、諸課題についても、情

報を共有することができました。

　これらの貴重な意見を参考に、今後も、一層委員会

活動に取り組んでいく所存であります。

（委員長　清水 正二　記）

民生委員・児童委員協議会との意見交換会民生委員・児童委員協議会との意見交換会 （10月17日開催）

　厚生環境常任委員会では、「高齢化社会への対応」

について、民生委員・児童委員協議会と意見交換会を

行いました。

　当日は、いきいきサロンなどの高齢者の活動につ

いて、設立準備から運営方法に至る経過や課題、問題

点などについて報告を受け、意見交換を行いました。

　その中で、民生委員・児童委員より、「いきいきサロ

ンは、地域の高齢者が一緒に活動できる場である。設

立されていない自治会があるので、呼びかけてはどう

か。」また、「いきいきサロンの代表者の会議では、具

体的な活動方法について、提案型の会議であって欲

しい。」などの意見があり、市当局へ申し入れを行いま

した。

　また、「議員自らも参加したらどうか。」という意見を

受け、常任委員会では、１月15日に敷島新町地区の

いきいきサロンに一緒に参加しました。当日は、高齢

者が元気でいきいきと活動する姿を目の当たりにし

て、このような活動する場が重要であると再認識しま

した。

　今後、さらに高齢化が進む中で、高齢者が元気で暮

らせる取り組みを拡大していくよう、市とともに取り組

んでいきたいと思います。

（委員長　三浦 進吾　記）

市
議
会
主
催
の
議
員
研
修
会

市
議
会
主
催
の
議
員
研
修
会
（
11
月
18
日
開
催
）

厚生環境常任委員会

　
市
議
会
で
は
、「
議
会
の
改
革
、活

性
化
に
つ
い
て
」と
題
し
、全
国
都
道

府
県
議
会
議
長
会
・
元
議
事
調
査
部

長「
野
村
稔
」氏
を
お
迎
え
し
、議
員

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、地
方
議
会
の
あ
る
べ
き

姿
、議
員
の
役
割
や
、本
会
議
・
委
員

会
関
係
の
改
革
に
つ
い
て
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。ま
た
、本
市
の
議
会
改

革
、活
性
化
の
取
り
組
み
に
対
す
る

講
師
の
私
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、議
会
に
は
、「
執
行
機
関
に

対
す
る
監
視
権
」と「
政
策
の
議
案
提

案
権
」が
あ
り
、議
会
が
あ
る
こ
と
に

よ
り
、行
政
の
公
平
、公
正
、能
率
性

が
確
保
さ
れ
る
こ
と
や
、付
帯
決
議
に

よ
り
議
会
の
政
策
を
明
確
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。今
回
の
研
修
を
受

け
、議
員
の
果
た
す
役
割
は
大
変
重

要
で
あ
り
、責
任
の
重
大
さ
を
再
認

識
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、住
民
に
対
し

て
は
、議
会
報
告
に
よ
り
正
確
な
情

報
を
提
供
す
る
な
ど
、現
在
行
っ
て
い

る「
市
民
と
議
会
の
対
話
集
会
」に
大

変
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
議
員
の
任
期
も
残
す
と
こ

ろ
後
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
、ご
教

示
い
た
だ
い
た
こ
と
を
活
か
し
な
が

ら
、改
革
で
き
る
部
分
は
改
革
し
、議

会
運
営
を
住
民
に
分
か
り
や
す
い
も

の
に
し
て
い
く
た
め
、議
会
の
改
革
や

活
性
化
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

                 （
議
会
広
報
常
任
委
員
長

　
斉
藤 

芳
夫
　
記
）

議員研修会を開催しました議員研修会を開催しました
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特集：市民と議会の対話集会特集：市民と議会の対話集会

《敷島地区》

自治会の公民館の耐震化は自治会の公民館の耐震化は

11月７日
敷島総合
文化会館

・53人
・担当議員8人

出席者

議 会 の 対 応
と

主 な 意 見 ・ 要 望

議 会 の 対 応
と

主 な 意 見 ・ 要 望

議 会 の 対 応
と

主 な 意 見 ・ 要 望

《竜王地区》

赤坂地区の土壌改良は赤坂地区の土壌改良は

11月５日
竜王北部
公民館

・57人
・担当議員8人

出席者

赤坂地区活性化事業は、耕作放棄地対策の一つとして
取り組み、さつまいも栽培に適した土壌改良をして耕
作している。

A.

赤坂地区の土壌はさつまいも栽培には不向きだと思
うが、議会として検討したのか。

Q.

地域の課題を市政に届けるように心がけている。そう
した活動を今後広げていきたい。

A.

地元活動を活発にするため、住民の意見を吸い上げ
てほしい。また、そういうシステムを作るべきでは。

Q.

多くの障がい者が参加できるように取り組んでいく。A.

この対話集会に障がい者の参加が少ない。障がい者
が参加できるまちづくりが進めば、まちは活性化する。

Q.

（確認結果：790都市中248位である。）

本市の住みよさランキングは何番か。Q.

昭和56年以前の自治会の公民館（50か所）の耐震化
については、市の補助金を活用して、随時進めていく。
また、耐震化については、満額補助ではないため、自治
会での積み立ても必要となる。

A.

安心安全のため、自治会の公民館の耐震化について
どう考えるか。

Q. クラインガルテンや赤坂とまとなどを行っているが、全
体の耕作放棄地の解消には至らない。現時点ではなか
なか名案はなく、市民と共に考えていきたい。

A.

敷島北部の耕作放棄地を活用して、企業や旅行会
社などに貸して、６次産業化できないか。また、クラ
インガルテンを核として、活性化はできないか。

Q.
県から市に具体的な説明がない。将来的な展望やどう
いう取り組みをするか考えていかなければならない。

A.

北部環状線を将来的にどうやって活性化につなげるの
か。また、プロジェクトを議会で立ち上げるのはどうか。

Q.

《双葉地区》

耕作放棄地の活用は耕作放棄地の活用は

11月８日
双葉ふれあい
文化館

・30人
・担当議員8人

出席者

市内に市民農園を設置しており、組織化が必要と思う
ので、参考に努力していく。

A.

耕作放棄地を市民農園として活用すれば、活性化に
なるのでは。

Q.

市では、信玄堤の現地を見た後、展望塔の上から地形
的なことを観察して、展示を見て勉強する観光ルート
を考えている。住民が市のことを良く知って郷土愛を

深めていくため、ご意見を参考に働きかけをしていく。

A.

信玄堤の資料がドラゴンパーク展望塔の部屋にある
が、もっとアピールし案内すべきである。学校で施設
をどう活用しているかの調査が先決と思う。

Q.
第一の目的が耕作放棄地解消のために、赤坂とまとが
使えるかどうかということで取り組んでいる。事業展開
について市民の皆さんに知らしめるよう、市に働きか
けをしていく。

A.

地域活性化で赤坂とまと、焼酎を取り上げているが、
何が原因で儲からないか。またどのような見通しを持
っているのか分からない。市民に趣旨を説明すれば
色々な意見が出るのではないか。

Q.

市民と議会の対話集会市民と議会の対話集会市民と議会の対話集会
　市議会では、開かれた議会への取り組みとして、もっと市民に身近な市議会にしていくため、今回は、「地域活性化」
をテーマに、２回目となる『市民と議会の対話集会』を３地区において開催しました。
　今回は、特集ページとして、24ページから26ページにわたり、３地区の様子やアンケート調査などをお伝えします。

対話集会で出された調査・検討事項対話集会で出された調査・検討事項対話集会で出された調査・検討事項
　議会改革特別委員会では、３地区の対話集会で出されたさまざまなご意見に基づき、調査・検討事項について協議
した結果、各常任委員会において検討するよう申し入れをしました。

○

○

自治会の公民館の耐震化補助について、耐震診断
の費用も補助対象にできるか検討する。
学校で信玄堤やドラゴンパークの展示室をどう活用
しているか調査する。

総務教育常任委員会
○

○
○

クラインガルテンを核とした活性化について、先進
事例を参考に検討する。
耕作放棄地の活用について研究していく。
赤坂地区活性化事業の事業展開について、市民に
知らしめるよう当局へ要請する。

建設経済常任委員会

○市民に対して議会活動を分かりやすく周知する方

法について検討する。

議会広報常任委員会
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「市民と議会の対話集会」アンケートを実施しました「市民と議会の対話集会」アンケートを実施しました「市民と議会の対話集会」アンケートを実施しました

自由意見の一部を紹介します

　対話集会の各会場において、アンケート調査を行いました。
　この調査結果は、今後さらなる議会改革を進める上での貴重な基礎資料として活用させていただきます。
　なお、詳細な報告書については、市議会ホームページへも掲載してありますので、ぜひご覧ください。

　「広報」が52％で、前回と
同様に広報で知った方が半
数以上を占め、ホームページ
での周知は1割にも満たな
い結果となっています。

　参加者140人のうち、93人の方から回答をいただきました。
性別については、男性73人、女性が18人、無回答2人で、男性
の参加が約8割でした。
　年代については、20歳代6人、30歳代1人、40歳代4人、50歳
代12人、60歳代以上69人、無回答1人で、前回に比べ、20歳代
の参加者が増えましたが、60歳以上が約7割でした。

11 対話集会の開催を何で知ったのか

　今回のテーマ「地域活性
化」について、内容について
は、「良い、普通」の評価が7
割にとどまり、「その他、無回
答」という評価が2割を占め
ています。

22 テーマ・内容について

　参加するという方が、前回
の8割から6割に減り、参加し
ないという方が前回0人から
5人に増え、わからないとい
う方が3割を占める結果と
なっています。

44 今後も対話集会に参加するか

　「福祉」が25％、「環境・ご
み処理」が24％、「財政全般」
21％、「教育・子育て」17％
と、すべての項目に関心があ
る中、前回同様に福祉部門
に関する項目が多い結果と
なっています。

55 今後取り上げて欲しいテーマは

　今後の議会・議員に求め
る事柄に関しては、回答が均
一しており、その他の項目に
具体的な意見を書いてくれ
た方がいる反面、無回答が
約1割を占めています。

33 議会・議員に求めることは

回答者の性別・年代

性別 年代

特集：市民と議会の対話集会議会傍聴案内・表紙写真募集

○

○

○

○

○

今回の方が具体的な意見や要望が出されて良かった。
世代ごとに集会を分けてはどうか。
地域の活性化はすぐに効果を求めるあまり、イベントに
頼りすぎる面がある。
議会が考える活性化と市民が求める活性化に大きな差
がある。身近な活性化により市民の意識が高まり、市の
発展に繋がる。
明日の甲斐市を担う子どもたちの問題と、高齢化社会
に伴う老人問題も大切なテーマとなる。
市の方向性をもっと示して欲しい。市民と共に歩む姿勢
が欲しい。市の悩みなども知りたい。
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今
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市
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し
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各
会
場
で
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査
を
行
い
ま
し
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が
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会・議
員
に
求
め
る
こ
と
で
、一
番
多
い
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資
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の
向
上
」で
し
た
。次
い
で「
説
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責
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情
報
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開
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ら
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ま
た
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員
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今
後
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ら
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対
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に
も
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員
が
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極
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に
自
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鑽
し
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ベ
ル
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プ
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と
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大
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あなたの撮った
カラー写真で
表紙を飾って
みませんか。

締め切り
平成26年４月７日（月）
到着分まで

送付先
〒400-0192
甲斐市篠原2610番地
甲斐市議会事務局　庶務・議事係
Email　kai-gikai@city.kai.lg.jp

表紙写真を
募集しています！

の議会だより議会だより

詳しくは詳しくは

検索甲斐市議会

甲斐市議会で検索してください

検索甲斐市議会

28（金）
3（月）
4（火）

5（水）

6（木）
10（月）
11（火）
12（水）
13（木）
14（金）
17（月）
18（火）
20（木）

午前10時～

午前10時～

午前9時～
午後1時～
午前9時30分～
午後1時30分～
午前9時30分～
午後2時～

午前9時30分～

午後2時30分～

本会議（初日・一般質問）

本会議（一般質問）

厚生環境常任委員会
総務教育常任委員会
建設経済常任委員会
本会議（補正予算ほか採決）

本会議（当初予算ほか採決）

議会を傍聴してみませんか！
平成26年　第1回定例会の日程（予定）

※日程等に変更がある場合もあります。

月 （曜日） 時　間 内　容日
2

3

※お気軽にお越しください。（議会傍聴席定員51人）
◆本会議の中継をインターネットで配信しています。なお、録画中継に
　ついても配信していますので、ぜひご覧ください。

※傍聴に際し手話通訳が必要な方は、福祉課へお申し込みください。
（電話055-278-1691　FAX055-276-2113）

・定例会・臨時会の議案集
・委員会の会議録の閲覧
・議長交際費
・会派の活動紹介
・請願・陳情の提出方法

・定例会・臨時会の議案集
・委員会の会議録の閲覧
・議長交際費
・会派の活動紹介
・請願・陳情の提出方法

予算審査特別委員会
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第４回定例会

定例会・臨時会の審議結果

ここが聞きたい一般質問

各種団体との意見交換会

特集  市民と議会の対話集会

市民の声・議会傍聴記
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今号の見どころ

『わー、オニが来た！』双葉西保育園児の豆まき
撮影者：村松 千佳子さん（下今井）　撮影場所：双葉西保育園
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私の初夢を
甲斐市で叶えて

議会傍聴記　

齊藤　香織
（竜王４区）

中村　育男
（竜王新町３区）

この有料広告に関する掲載基準や申込書などは、
市議会ＨＰに掲載しています。（1枠につき1回2万円）
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市民の 声

＊＊＊引越しのお手伝い致します＊＊＊

家電製品、自転車、バイク、金属全般まで
買取致します

出張回収にも伺います！ お気軽にお電話ください。

不要品はございませんか？

甲斐市龍地88－1（年中無休）
☎0551－28－6262

http://kai-shokokai.jp/

本所 甲斐市篠原 2710-1
　　 TEL 055-276-2385甲斐市商工会

地域の元気は私たちの活動から！

お問い合せ

甲斐市商工会

商工会会員募集中商工会会員募集中
金融支援・経営相談・販路開拓支援・事務作業効率化・
情報発信支援・各種共済制度など
商工会の会員は、様々な支援が受けられます。

　このたび、地域での出来事を議員の方に相談し、議
会の場で質問をしていただき、当事者として初めて、傍
聴いたしました。市長をはじめ、市へ私たちの声と想い
を届けていただけたことで、市議会議員は一般市民の
代表者であることをより実感することができました。
　議員の方と市役所担当者の方との一問一答形式は
とても分かりやすいものでしたが、質問とその回答内容
がすでに打ち合わせ済みのようなやりとりに当事者とし
てはもどかしさを感じました。しかし、議会の場で発言し
ていただくことで、一部地域で起こっている問題を、皆に
広く知っていただき、共に考えていただくきっかけになる
ことに意義があるのだと思いました。
　仕事に子育てと、忙しい世代にとっては、平日の日中
に議場へと足を運ぶことはなかなか難しいことです。そ
のため、「議会だより」はできるだけ目を通すようにはして
いましたが、今回議場での生のやりとりを直接聴き、目に
することで、紙面には掲載しきれないことが多くあること
を知ることができ、賛同し共に初めて傍聴された方 も々
いい経験が出来たと話されていました。
　私もこの出来事と傍聴をきっかけに、もっと行政に広く
関心を持ち、決められた結論を受け入れるばかりではな
く、異議がある場合は声を挙げ、その過程を知ることが
大切だと痛感しました。

　私は、２０年間県外で生活し、最後の６年間は雪国新
潟の生活でしたので、甲斐市へ転居するにあたり、家族
の絆を大切にし、難しい転職を覚悟で戻ってきましたの
で、盆地での生活のしやすさが強く感じられます。仕事
があり、生活が安定できれば、少子化など心配ないと思
います。
　私も高齢者の仲間入りし、介護の世話になる前に、元
気な高齢者でありたいと、甲斐市の温泉サービスやゴル
フ場やゴルフ練習場など、今までにない老人が元気で暮
らせるサービスを高齢者に与えてくれることに感謝に耐
えません。
　初夢に現状だけの満足でなく、長い先の甲斐市が良
く見えてきました。甲斐市から巡回の甲斐発モノレールを
つくり、山裾（身延山、南アルプス、甲斐駒、八ヶ岳、茅ヶ
岳、昇仙峡、愛宕山）を走り森林浴や登山、ゴルフ場など
県外からの車を入れない、空気のよい盆地観光、リニア
や高速道路の開通や、また、航空高校の飛行場も拡大
して、近隣への移動が容易に老人でも利用できるまちづ
くりで、東京、関西、新潟、静岡など四方から大勢の人が
入る観光地として、富士山だけでない観光地が生まれ、
年老いてもモノレールで自由が叶い元気で長寿が迎え
られたらと夢見ています。


